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令和6年6月26日(水) 創立126周年記念式典 第66回校内合唱コンクール

やまぎん県民ホールにおいて行われ、同窓会三役が来賓として出席しました。

創立126周年記念式典では、小笠原悦子嚶鳴同窓会会長、遠藤正明嚶鳴後援会会長、無着哲哉嚶

鳴ＰＴＡ会長が、来賓祝辞を述べられました。

記念式典前に合唱コンクールが行われ、２週間という短

期間に一致団結して作り上げた各クラスの歌声がホール中

に響きました。クラスごとのまとまりやハーモニーの美し

さに大変魅了されました。

閉会行事の成績発表の際、表彰の一つとして「嚶鳴同窓

会杯」が小笠原会長より手渡されました。

以下、合唱コンクールの様子をお知らせします。

◆「各クラスが積み上げてきた努力に優劣はない」

これは、コンクール開会行事での生徒実行委員長のあい

さつの中の言葉です。

短い期間に凝縮した練習、そして全員で心を合わせた当

日のステージ上での演奏は、一人ひとりにとってかけがえ

のない思い出になったことでしょう。

◆笑顔でできてよかった…

演奏後の感想を紹介します。

・Ｎコンの高校の課題曲で、難しかったけど、期間が短い中、時間を削って練習しました。楽しく

演奏できました。＜３年生＞

・緊張しまくりました。曲が３年生とかぶっ

ていてプレッシャーがあったけど、笑顔で

できたと思います。良かったです。

＜１年生＞

・生徒たちはこの日のために一生懸命練習し

ていました。今日はトップバッターでかな

り緊張していた様子でしたが、練習してき

たことを発揮できたと思います。素晴らし

い財産になるね、と声をかけてあげたいで

す。＜２年 担任＞
～各クラスとも堂々とした演奏～



・素晴らしい演奏で感動しました。学年が上が

るとうまくなっているなと思いました。身な

りもきちんとしていて、見ていて気持ち良か

ったです。さすが、西高！ ＜保護者＞

・初めて聞きましたが、声が透き通っていて、

いい演奏でした。高学年はベテラン感があり、

物怖じせず、落ち着いていました。

＜保護者＞

・練習時間が短くなっていく中でよく仕上げた

なと思いました。学年が上がるごとに声のつ

やが出てきて、成長を感じます。＜ＯＧ＞

◆私とあなたとみんなの歌

創立記念式典後、閉会行事に先立って全校合唱が行われました。曲は「私とあなたとみんなの歌」、

これは合唱コンクール50周年記念のテーマソングです。や

さしく、それでいて迫力ある歌声にホールが包まれました。

そして、閉会行事。表彰式では現代っ子らしくコール＆

レスポンスも起こり、和気藹々とした雰囲気でした。

◆達成感いっぱい…

会場を後にする西高生の達成感に満ちた表

情に、今日までの努力は、これからの高校生

活の大きな糧になるに違いないと、頼もしく

感じました。

文責 嚶鳴同窓会後援活動委員会 齋藤良枝

貫禄の合唱部
歌声がホール中に響き渡りました

審査員の方々
「短い期間でよく練習した。」と

ほめていただきました。

優勝クラス演奏


